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7月 7月6日、日本とEU（欧州連合）との間で経済連携協定（EPA）締結で大筋合意。
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11月 11月11日、環太平洋経済連携協定（TPP）が米国を除く11か国の間で大筋合意。
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11月
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参考資料： 株式会社三十三総研「三重県経済の現状と見通し」、新聞各紙

7月5日～7月7日、世界最大の旅行口コミサイト「トリップアドバイザー」が主催
する国際会議（ディスティネーション・アカデミーwithトリップアドバイザー
2017）が鳥羽市を主会場に日本初開催。

5月11日、財務省が発表した平成28年度の国際収支において、経常収支額が20.2
兆円の黒字となり、リーマンショック前の平成19年度（24.3兆円）以来9年ぶり
の高水準。

6月2日、厚生労働省が発表した平成28年人口動態調査結果によると、同年の出生
数は97万6,979人で統計を取り始めた明治33年（1899年）以降、過去最少。

9月1日、四日市港と名古屋港のコンテナターミナルを運営する「名古屋四日市国
際港湾」について、国が伊勢湾で１つの港湾運営会社として指定。

9月28日、東芝は四日市市に主力工場がある半導体子会社「東芝メモリ」の売却
契約について米ファンドのベインキャピタルが主導する「日米韓連合」と締結し
たと発表。

4月21日～5月14日、およそ4年に1度開催される「全国菓子大博覧会」として伊勢
市にある三重県営サンアリーナを主会場に「お伊勢さん菓子博2017」が開催さ
れ、24日間で県内外から58万4,100人が来場。

4月27日、日銀は金融政策決定会合における景気の現状判断において平成20年3月
以来、9年ぶりとなる「拡大」と表現。

5月26日、伊勢志摩サミットの開催から1周年を記念し近鉄志摩線・賢島駅の２階
に「伊勢志摩サミット記念館（愛称：サミエール）」が開館。

11月18日～11月19日、ゆるキャラ（Ｒ）グランプリ実行委員会主催による全国大
会「ゆるキャラ（Ｒ）グランプリ2017」が桑名市を会場に三重県初開催。

11月22日、工場夜景を観光資源として活用している全国10都市の関係者が四日市
市に集まり「第8回全国工場夜景サミット」を開催。

1月2日、四日市港に外国クルーズ船としては初めてとなる、イタリア船籍の「コ
スタ ネオロマンチカ」が入港。歓迎イベントが行われたほか乗客の一部は三重
県内の観光地へのツアーに参加。

10月20日、国の文化審議会による答申において津市にある真宗高田派の本山寺院
「専修寺」御影堂・如来堂が国宝に指定されることが明らかになった。

11月7日、日経平均株価の終値が2万2,937円60銭をつける。バブル経済崩壊後の
平成4年1月以来、約25年10カ月ぶりの高値水準。

3月16日～3月21日、伊勢市にある三重県営サンアリーナで国内初の国際大会とな
る障がい者スポーツ「ボッチャ」のアジア・オセアニア地区オープン大会が開
催。日本を含む８つの国・地域から38名の選手が参加。

3月18日、「国道42号松阪多気バイパス」の最後の工事区間となる松阪市下蛸路
町－八太町間の1.1kmが開通。事業開始からおよそ30年を経て全面開通。


